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平
成
二
十
年
度
　
仏
教
文
化
研
究
所
活
動
報
告
〔
第
一
回
　
運
営
委
員
会
〕
日
　
時
　
平
成
二
十
年
四
月
十
七
日
（
木
）
十
二
時
十
分
〜
十
二
時
二
十
分
場
　
所
　
共
同
研
究
室
（
六
号
館
二
階
）
内
　
容
　
○
仏
教
文
化
研
究
所
新
所
員
紹
介
に
つ
い
て
伊
藤
正
義
教
授
、
加
藤
寛
教
授
、
宗
秀
明
准
教
授
、
下
室
覚
道
准
教
授
が
新
所
員
、
尾
u
正
善
非
常
勤
講
師
が
研
究
員
と
し
て
増
員
○
平
成
二
十
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
所
員
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
○
平
成
二
十
年
六
月
十
四
日（
土
）開
催
の
「
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
○
平
成
二
十
年
五
月
二
十
四
日（
土
）開
催
の
「
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
会
」
に
つ
い
て
○
そ
の
他
紀
要
の
進
捗
状
況
所
員
名
簿
に
つ
い
て
規
程
改
定
に
つ
い
て
平
成
二
十
年
度
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ポ
ス
タ
ー
配
布
に
つ
い
て
出
席
者
　
澤
慧
二
所
長
、
矢
島
道
彦
主
任
、
永
田
勝
久
所
員
、
河
野
眞
知
郎
所
員
、
石
田
千
尋
所
員
、
岩
橋
春
樹
所
員
、
加
藤
　
寛
所
員
、
宗
秀
明
所
員
、
下
室
覚
道
所
員
、
橋
本
弘
道
所
員
－321－
〔
第
二
回
　
運
営
委
員
会
〕
日
　
時
　
平
成
二
十
年
十
月
三
十
日
（
木
）
十
二
時
三
十
分
〜
十
三
時
三
十
分
場
　
所
　
共
同
研
究
室
（
六
号
館
二
階
）
内
　
容
　
○
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
加
え
て
總
持
寺
什
物
調
査
目
録
作
成
が
加
え
ら
れ
た
。
○
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
つ
い
て
申
請
総
額
は
前
年
度
と
同
額
事
業
計
画
に
よ
り
費
目
予
算
を
増
減
紀
要
十
四
号
は
三
八
〇
部
刊
行
予
定
○
仏
教
文
化
研
究
所
公
開
講
演
会
に
つ
い
て
平
成
二
十
一
年
六
月
十
三
日
（
土
）
テ
ー
マ
・
講
演
者
未
定
○
平
成
二
十
一
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
所
員
及
び
事
務
局
に
つ
い
て
所
員
の
変
更
に
つ
い
て
は
未
定
、
事
務
局
は
組
織
と
し
て
文
短
庶
務
課
が
担
当
○
そ
の
他
紀
要
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
出
席
者
　
澤
慧
二
所
長
、
矢
島
道
彦
主
任
　
永
田
勝
久
所
員
、
河
野
眞
知
郎
所
員
、
岩
橋
春
樹
所
員
、
伊
藤
正
義
所
員
、
関
根
　
透
所
員
－322－
〔
第
三
回
　
運
営
委
員
会
〕
日
　
時
　
平
成
二
十
一
年
三
月
六
日
（
木
）
十
五
時
三
十
分
〜
十
六
時
二
十
分
場
　
所
　
共
同
研
究
室
（
六
号
館
二
階
）
内
　
容
　
○
仏
教
文
化
研
究
所
所
員
に
つ
い
て
所
長
交
替
に
つ
い
て
○
平
成
二
十
一
年
度
所
員
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
○
平
成
二
十
一
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
事
業
計
画
に
つ
い
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
テ
ー
マ
「
住
山
記
」
講
師
　
納
冨
常
天
・
尾
u
正
善
總
持
寺
什
物
調
査
及
び
御
移
東
一
〇
〇
周
年
記
念
展
示
に
つ
い
て
○
紀
要
十
四
号
進
捗
状
況
（
印
刷
費
用
増
額
）
及
び
第
十
五
号
刊
行
に
つ
い
て
○
そ
の
他
出
席
者
　
澤
慧
二
所
長
、
矢
島
道
彦
主
任
、
永
田
勝
久
所
員
、
河
野
眞
知
郎
所
員
、
石
田
千
尋
所
員
、
岩
橋
春
樹
所
員
、
加
藤
　
寛
所
員
、
宗
秀
明
所
員
、
下
室
覚
道
所
員
、
橋
本
弘
道
所
員
－323－
研
究
所
概
要
﹇
所
在
地
﹈
〒
二
三
〇
―
八
五
〇
一
　
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
二
―
一
―
三
　
鶴
見
大
学
内
（
担
当
事
務
部
・
文
学
部
事
務
部
庶
務
課
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
四
五
―
五
八
一
―
一
〇
〇
一
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
五
―
五
七
四
―
〇
二
二
五
﹇
所
　
長
﹈
木
　
村
　
清
　
孝
　
鶴
見
大
学
学
長
（
宗
教
学
）
﹇
主
　
任
﹈
矢
　
島
　
道
　
彦
　
短
期
大
学
部
教
授
（
宗
教
学
）
﹇
所
　
員
﹈
永
　
田
　
勝
　
久
　
文
学
部
教
授
（
文
化
財
学
）
河
　
野
　
眞
知
郎
　
文
学
部
教
授
（
考
古
学
）
石
　
田
　
千
　
尋
　
文
学
部
教
授
（
歴
史
学
）
岩
　
橋
　
春
　
樹
　
文
学
部
教
授
（
美
学
・
美
術
史
）
小
　
林
　
恭
　
治
　
文
学
部
教
授
（
日
本
語
）
伊
　
藤
　
正
　
義
　
文
学
部
教
授
（
文
化
財
学
）
加
　
藤
　
　
　
寛
　
文
学
部
教
授
（
文
化
財
学
）
関
　
根
　
　
　
透
　
歯
学
部
特
任
教
授
（
倫
理
学
）
宗
秀
　
明
　
文
学
部
准
教
授
（
歴
史
学
）
下
　
室
　
覚
　
道
　
文
学
部
准
教
授
（
宗
教
学
）
橋
　
本
　
弘
　
道
　
短
期
大
学
部
講
師
（
宗
教
学
・
教
育
学
）
﹇
研
究
員
﹈
佐
　
藤
　
達
　
全
（
本
学
短
大
部
非
常
勤
講
師
・
仏
教
保
育
）
計
　
良
　
隆
　
世
（
本
学
短
大
部
非
常
勤
講
師
・
哲
学
）
尾
　
u
正
　
善
（
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
・
社
会
科
教
育
法
）
﹇
顧
　
問
﹈
t
u
直
　
道
（
鶴
見
大
学
名
誉
教
授
・
宗
教
学
）
納
　
冨
　
常
　
天
（
元
大
本
山
總
持
寺
宝
物
殿
館
長
・
宗
教
学
）
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－325－
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
規
程
（
設
置
）
第
一
条
　
鶴
見
大
学
に
、
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。）
を
置
く
。
（
目
的
）
第
二
条
　
研
究
所
は
、
鶴
見
大
学
の
建
学
の
精
神
に
則
り
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
文
化
を
中
心
に
、
広
く
仏
教
と
文
化
に
関
す
る
研
究
を
推
進
し
、
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
（
研
究
内
容
等
）
第
三
条
　
研
究
所
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
行
な
う
。
一
　
宗
教
学
等
の
教
授
内
容
と
し
て
の
諸
宗
教
の
比
較
、
仏
教
教
理
、
曹
洞
宗
学
（
特
に
總
持
寺
教
学
）
及
び
日
本
文
化
に
及
ぼ
し
た
仏
教
の
研
究
な
ど
の
基
本
的
研
究
二
　
鶴
見
大
学
及
び
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
に
お
け
る
建
学
の
精
神
の
具
現
化
及
び
そ
の
方
法
等
の
研
究
三
　
鶴
見
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
と
の
共
同
研
究
及
び
他
の
研
究
機
関
と
の
学
際
的
研
究
四
　
研
究
会
、
講
演
会
及
び
公
開
講
座
等
の
開
催
五
　
所
員
の
調
査
及
び
研
究
の
成
果
並
び
に
共
同
研
究
の
成
果
、
講
演
等
の
発
表
の
た
め
の
紀
要
類
の
刊
行
六
　
そ
の
他
研
究
所
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
研
究
等
（
研
究
部
門
）
第
四
条
　
研
究
所
に
、
次
の
3
研
究
部
門
を
置
く
。
一
　
仏
教
学
研
究
部
門
二
　
仏
教
教
育
研
究
部
門
三
　
仏
教
文
化
財
研
究
部
門
（
所
長
）
第
五
条
　
研
究
所
の
所
長
は
、
鶴
見
大
学
学
長
の
併
任
と
す
る
。
（
所
員
）
第
六
条
　
研
究
所
の
教
員
は
、
専
任
の
ほ
か
、
鶴
見
大
学
及
び
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
の
専
任
教
員
の
中
か
ら
所
長
が
委
嘱
す
る
。
二
　
研
究
所
の
職
員
（
教
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
は
、
専
任
の
ほ
か
、
鶴
見
大
学
の
専
任
の
職
員
の
中
か
ら
所
長
が
委
嘱
す
る
。
（
研
究
員
）
第
七
条
　
研
究
員
は
、
鶴
見
大
学
及
び
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
の
専
任
教
員
以
外
の
者
か
ら
、
所
長
が
委
嘱
す
る
。
二
　
研
究
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
顧
問
）
第
八
条
　
研
究
所
に
、
必
要
な
助
言
を
与
え
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
若
干
人
の
顧
問
を
置
く
。
（
運
営
委
員
会
）
第
九
条
　
研
究
所
に
、
第
三
条
に
定
め
る
研
究
内
容
等
の
企
画
、
運
営
の
た
め
、
運
営
委
員
会
を
置
く
。
二
　
運
営
委
員
会
は
、
所
長
及
び
所
長
が
委
嘱
す
る
運
営
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
三
　
運
営
委
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
更
新
す
る
こ
と
が
で
る
。
－326－
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（
経
費
）
第
一
〇
条
　
研
究
所
の
経
費
は
、
鶴
見
大
学
の
年
間
研
究
費
予
算
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。
（
事
務
の
所
管
）
第
十
一
条
　
こ
の
規
程
に
関
す
る
事
務
は
、
文
短
庶
務
課
が
所
管
す
る
。
（
規
程
の
改
廃
）
第
十
二
条
　
こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
行
な
う
も
の
と
す
る
。
附
　
　
則
こ
の
規
程
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
平
成
十
一
年
四
月
一
日
一
部
改
正
平
成
二
十
年
四
月
一
日
一
部
改
正
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
一
部
改
正
－328－
仏
教
文
化
研
究
所
　
購
入
資
料
　
二
〇
〇
七
年
南
北
朝
遺
文
　
関
東
編
　
第
一
巻
東
京
堂
出
版
一
冊
訓
註
曹
洞
宗
禅
語
録
全
書
　
中
世
篇
第
十
巻
、
十
二
巻
、
十
四
巻
四
季
社
三
冊
B
D
K
E
nglish
T
ripit. aka
七
十
四
―
四
N
um
ata
C
enter
for
B
uddhist
T
ranslation
and
R
esearch
一
冊
語
録
の
こ
と
ば
　
唐
代
の
禅
禅
文
化
研
究
所
一
冊
神
会
の
語
録
　
檀
語
禅
文
化
研
究
所
一
冊
諸
録
俗
語
解
禅
文
化
研
究
所
一
冊
訓
読
五
灯
会
元
　
上
・
中
・
下
巻
禅
文
化
研
究
所
三
冊
前
田
惠
學
集
　
第
七
巻
山
喜
房
佛
書
林
一
冊
曹
洞
宗
全
書
　
史
傳
　
上
・
下
巻
、
宗
源
　
上
・
下
巻
、
注
解
一
―
五
、
清
規
、
禅
戒
、
語
録
一
―
五
、
室
中
・
法
語
・
頌
古
・
歌
頌
・
寺
誌
・
金
石
文
類
、
拾
遺
、
年
表
、
續
年
表
曹
洞
宗
全
書
刊
行
會
二
十
冊
法
華
経
（
断
簡
）
出
版
社
不
明
一
軸
傳
法
正
宗
記
（
断
簡
）
出
版
社
不
明
一
軸
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鶴
見
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
投
稿
規
程
一
　
鶴
見
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
は
、
鶴
見
大
学
（
以
下
「
大
学
」
と
い
う
。）
及
び
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
（
以
下
「
短
期
大
学
部
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
研
究
又
は
教
育
に
従
事
す
る
者
の
研
究
業
績
を
内
外
に
発
表
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
二
　
紀
要
に
投
稿
で
き
る
者
は
、
原
則
と
し
て
、
大
学
及
び
短
期
大
学
部
に
お
い
て
研
究
又
は
教
育
に
従
事
す
る
者
及
び
こ
れ
と
共
同
で
研
究
に
従
事
す
る
者
と
、
仏
教
文
化
研
究
所
主
催
に
よ
る
公
開
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
師
と
す
る
。
三
　
投
稿
さ
れ
る
論
文
は
、
未
刊
行
の
も
の
に
限
る
。
定
期
刊
行
物
（
学
術
雑
誌
、
商
業
雑
誌
、
大
学
・
研
究
所
紀
要
な
ど
　
）
や
単
行
本
と
し
て
既
刊
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
に
投
稿
中
の
論
文
は
本
紀
要
に
投
稿
で
き
な
い
。
但
し
、
学
会
発
表
抄
録
や
科
学
研
究
費
な
ど
の
研
究
報
告
書
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
四
　
投
稿
す
る
者
は
、
紀
要
刊
行
内
規
で
定
め
ら
れ
た
投
稿
要
領
に
従
っ
て
原
稿
を
作
成
す
る
。
五
　
本
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
公
衆
送
信
権
は
、
鶴
見
大
学
に
属
す
る
。
附
則こ
の
規
程
は
、
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
